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【公開番号】特開2017-129120(P2017-129120A)
【公開日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2017-028
【出願番号】特願2016-225796(P2016-225796)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｄ  23/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｄ   23/00     　　　Ｊ
   Ｆ０２Ｄ   43/00     ３０１Ｎ
   Ｆ０２Ｄ   43/00     ３０１Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　これらの実施形態の前述の記載は、説明及び記載の目的で提供されてきた。本開示が包
括的であること又は本開示に限定することを意図するわけではない。特定の実施形態の個
々の要素又は特徴は、通常は特定の実施形態に限定されるわけではないが、適用可能な場
合に置換可能であり、選択された実施形態において、具体的に示され又は記載されていな
くても使用されることができる。また、同じことが様々な方法で変更されてもよい。この
ような変形が本開示から逸脱するものとして捉えるべきではなく、全ての変更が本開示の
範囲内に包含されるものとして意図される。
　本明細書に開示される発明は以下の実施形態を含む。
（１）エンジン動作を最適化するためのシステムであって、前記システムは、
　内燃機関と、
　エンジン動作中に可変気筒タービン（ＶＧＴ）及び排気ガス再循環（ＥＧＲ）バルブを
制御するように構成されているコントローラと、を備え、
　前記コントローラは、エンジン動作パラメータに応じて離散時間レートベース予測モデ
ルを構築し、且つ、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記離散時間レー
トベース予測モデルを使用する、システム。
（２）上記（１）に記載のシステムであって、前記エンジン動作パラメータは、エンジン
吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率を含む、システム。
（３）上記（２）に記載のシステムであって、前記コントローラは、吸気マニホールド圧
力及びＥＧＲ率のうち少なくとも１つを計測又は推定するように構成されている、システ
ム。
（４）上記（１）に記載のシステムであって、前記コントローラは、エンジン動作パラメ
ータを使用して非線形離散時間レートベース予測モデルを構築するようにさらに構成され
、前記ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記非線形離散時間レートベー
ス予測モデルを使用する、システム。
（５）上記（１）に記載のシステムであって、前記内燃機関は、ディーゼルエンジンであ
る、システム。
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（６）内燃機関を制御するための方法であって、前記方法は、
　吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得すること、
　コントローラを使用して、前記吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値に応じて離
散時間レートベース予測モデルを構築すること、及び、
　コントローラにより、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記離散時間
レートベース予測モデルを使用すること、を含む方法。
（７）上記（６）に記載の方法であって、エンジン動作パラメータを使用して非線形離散
時間レートベース予測モデルを構築すること、及び、前記ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位
置を生成するために前記非線形離散時間レートベース予測モデルを使用すること、を含む
、方法。
（８）上記（６）に記載の方法であって、前記内燃機関は、ディーゼルエンジンである、
方法。
（９）上記（６）に記載の方法であって、前記コントローラは、前記吸気マニホールド圧
力及び前記ＥＧＲ率のうち少なくとも１つを計測又は推定するように構成されている、方
法。
（１０）コンピュータ利用可能な命令が組み込まれた非一過性コンピュータ記憶媒体であ
って、前記命令は実行されたときに内燃機関を制御するための方法を実行し、前記方法は
、
　吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得すること、
　コントローラを使用して、前記吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値
に応じて離散時間レートベース予測モデルを構築すること、及び、
　コントローラにより、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記離散時間
レートベース予測モデルを使用すること、を含む、非一過性コンピュータ記憶媒体。
（１１）上記（１０）に記載の非一過性コンピュータ記憶媒体であって、前記のコントロ
ーラを使用して、離散時間レートベース予測モデルを構築することは、エンジン動作パラ
メータを使用して非線形離散時間レートベース予測モデルを構築すること、を含む非一過
性コンピュータ記憶媒体。
（１２）上記（１０）に記載の非一過性コンピュータ記憶媒体であって、前記方法は、デ
ィーゼルエンジンを制御することを含む、非一過性コンピュータ記憶媒体。
（１３）上記（１０）に記載の非一過性コンピュータ記憶媒体であって、前記の吸気マニ
ホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得することは、前記コントローラによ
り実行される、非一過性コンピュータ記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジン動作を最適化するためのシステムであって、前記システムは、
　内燃機関と、
　エンジン動作中に可変気筒タービン（ＶＧＴ）及び排気ガス再循環（ＥＧＲ）バルブを
制御するように構成されているコントローラと、を備え、
　前記コントローラは、エンジン動作パラメータに応じた、及びゼロオフセット定常状態
の追跡を達成できる非線形離散時間レートベース予測モデルを構築し、且つ、前記コント
ローラは、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記非線形離散時間レート
ベース予測モデルを使用して前記内燃機関の動作を制御し、
　前記内燃機関の動作は、前記生成されたＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置に基づいて持
続する、
　システム。
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【請求項２】
　請求項１に記載のシステムであって、前記エンジン動作パラメータは、エンジン吸気マ
ニホールド圧力及びＥＧＲ率を含む、システム。
【請求項３】
　請求項２に記載のシステムであって、前記コントローラは、吸気マニホールド圧力及び
ＥＧＲ率のうち少なくとも１つを計測又は推定するように構成されている、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムであって、前記内燃機関は、ディーゼルエンジンである、シ
ステム。
【請求項５】
　内燃機関を制御するための方法であって、前記方法は、
　吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得すること、
　コントローラを使用して、前記吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値に応じた、
及びゼロオフセット定常状態の追跡を達成できる非線形離散時間レートベース予測モデル
を構築すること、
　前記コントローラにより、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記非線
形離散時間レートベース予測モデルを使用すること、及び、
　前記生成されたＶＧＴ位置及び前記ＥＧＲバルブ位置を使用して、前記内燃機関の動作
を制御すること、を含む方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記内燃機関は、ディーゼルエンジンである、方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の方法であって、前記コントローラは、前記吸気マニホールド圧力及び
前記ＥＧＲ率のうち少なくとも１つを計測又は推定するように構成されている、方法。
【請求項８】
　コンピュータ利用可能な命令が組み込まれた非一過性コンピュータ記憶媒体であって、
前記命令は、実行されたときに内燃機関を制御するための方法を実行し、前記方法は、
　吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得すること、
　コントローラを使用して、前記吸気マニホールド圧力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値
に応じた、及びゼロオフセット定常状態の追跡を達成できる非線形離散時間レートベース
予測モデルを構築すること、
　前記コントローラにより、ＶＧＴ位置及びＥＧＲバルブ位置を生成するために前記非線
形離散時間レートベース予測モデルを使用すること、及び、
　前記生成されたＶＧＴ位置及び前記ＥＧＲバルブ位置を使用して、前記内燃機関の動作
を制御すること、
　を含む、非一過性コンピュータ記憶媒体。
【請求項９】
　請求項８に記載の非一過性コンピュータ記憶媒体であって、前記方法は、ディーゼルエ
ンジンを制御することを含む、非一過性コンピュータ記憶媒体。
【請求項１０】
　請求項８に記載の非一過性コンピュータ記憶媒体であって、前記の吸気マニホールド圧
力及びＥＧＲ率の計測値又は推定値を取得することは、前記コントローラにより実行され
る、非一過性コンピュータ記憶媒体。
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